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　本研究の目的は、気温や日照時間・地形など、農耕
にとって環境的条件が厳しいパラメータのもとで、初
期農耕社会がどのような資源利用戦略をとっていたの
か、またそれを可能とした社会組織はいかなるもので
あったのかを解明する点にある。
　下北半島はヤマセによる影響のため夏場の気温が低
く、水田開発に適した大規模な平野もない。にもかか
わらず、弥生時代の遺跡は比較的多く確認されてきて
おり、また、土器表面に籾の圧痕例もあることから、
当時、イネが存在していたことは確実視できる。こう
した点から、下北半島は本研究における絶好のフィー
ルドであり、この地域に軸足をおいて縄文時代～弥生
時代の歴史を考古学的に明らかにする計画である。
　2008年度は中核的な事業として、青森県むつ市
ふぐさわ江豚沢遺跡の発掘調査を9月2日～9月11日に実施
した。調査の内容は大きく二つに分かれる。第一は、
2006年度にすでに一部を発掘した「第2号竪穴住居跡」
の完掘を行うこと、第二は、2009年度以降の調査に
つなげるための新たな遺構を確認することである。
　一点目の「第2号竪穴住居跡」については、すべて
調査期間内に発掘を終えることができた。この竪穴住
居は長軸約9．4m×短軸約8．3mの卵形の平面形を呈
し、4本主柱であることがすでに2006年度の発掘調
査おいて明らかになっていた（高瀬克範編2007『江
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豚沢遺跡発掘調査概報（2006年度）』江豚沢遺跡調査
グループ）。2008年度の調査によってもこの見解に修
正をせまるような所見はなかったが、2006年度に調
査できなかった周溝や床面のピットについてはすべて
を精査することができたため、報告書の刊行にむけて
大きく前進した。
　この住居跡の時期については、床面出土土器や中央
部の石囲炉から出土した埋設土器の型式論的検討か
ら、弥生時代前期後葉と推定される。炉および床面か
ら採取した炭化物をサンプルとする放射性炭素年代測
定においても、2175±35BPから2420±40BPのあ
いだの測定値がえられている。年代測定は現在も継続
中であるが、2008年度の調査においてはこの竪穴住
居跡の規模・年代に関する従来の基本的な理解につい
て、大きな変更をくわえる必要がないことを確認した。
　また、2006年度において、炉の焼土の水洗浮遊選
別法によって、アカザ科、タデ属の植物遺体が回収さ
れたが、栽培植物についての詳しいデータはえられな
かった。2008年度においては別の焼土を検出するこ
とができなかったため、やはり栽培植物に関わる新た
な資料を増加させることはできなかった。ただし、
2008年度には、「第2号竪穴住居跡」の床面・貼床か
ら1mメッシュごとにプラントオパール分析用の土壌
サンプルの採取をおこなった。今後、この試料に含ま
れるプラントオパールの定量分析を行うことにより、
竪穴住居内部の空間利用や穀物の貯蔵・管理形態にか
かわる情報がえられると期待される。
　もうひとつの発掘調査目的である「第2号竪穴住居
跡」周囲の遺構確認では、新たな竪穴住居跡（「第4・
5号住居跡」と仮称）を発見することができた。切り
合い関係から第2号竪穴住居跡よりも古いと推定され
る住居跡の規模は、おそらく直径10mをこえる大規
模なものであり、しかもその埋土からは縄文時代最終
末にさかのぼる土器が出土することが確認できた。こ
の土器は、これまでの江豚沢遺跡の竪穴住居跡の調査
で出土しているものよりは一段階古いもので、この遺
跡の集落としての起源が縄文時代末にまでさかのぼる
可能性もでてきている。
　また、縄文時代最終末から非常に規模の大きな竪穴
住居が構築されていた可能性が浮上した点も重要な成
果である。住居の大型化は、東北地方の初期弥生時代
に特徴的にみられるが、秋田県域などではそれが縄文
時代最終末にまでさかのぼる可能性がある事例も知ら
れてきた。今回の発掘調査によって、下北半島におい
ても同様の現象が進行していた可能性が考えられるよ
うになり、この仮説の検証が資源利用の内容と社会変
化の関係を考えるうえでも重要な足がかりになると予
測される。
　さらに、「第4・5号竪穴住居跡」の確認によって、「第
2号竪穴住居跡」の北部床面で検出されていたやや規
模の大きな3つの土坑の理解に、修正が必要になって
きた点も成果といえる。これらの土坑は、2006年の
発掘調査段階では、1）「第2号竪穴住居跡」の床面で
検出されたこと、2）径が60～80cmと大きく底面が
比較的平坦なものがあること、3）住居跡の北側に偏っ
て分布すること、4）柱アタリが残っていないこと、
などから「第2号竪穴住居跡」にともなう貯蔵穴の可
能性も考慮していた。しかし、2008年度の調査によっ
て、少なくともこれらの一部は「第2号竪穴住居跡」
よりは古いべつの竪穴住居跡の柱穴である可能性も想
定しなければならなくなった。まだ不明な部分もある
が、この点についても2009年度以降の調査によって
詳細を確認してゆきたい。
　なお、2008年度の江豚沢遺跡の発掘調査内容につ
いては、年度内にべつに概報を刊行してその成果を公
表する予定である。
